
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書 （小学校用）】

都道府県名 岩手県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 住田町立世田米小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ ２ １ １ １ ８
１４

児童数 ２４ ３２ ２６ ４２ ３９ ３２ １ １９６

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力を付けるための個に応じた指導の在り方
～算数科における習熟度に応じた学習の弾力的な活用を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ 実施学年
（ ）・ 第１学年～第３学年・算数 時間・空間・問題解決過程の工夫を通して

・ 第４学年～第６学年・算数（習熟度に応じたコース別学習を通して）
○ 全学年で算数科を選択した理由

・ 学習内容の系統性が強い算数科を重点教科とし、個に応じた指導の在り
方の工夫を図りながら、児童に確かな学力を付けさせたいと考えた。

( ) 年次ごとの計画2
○ テーマ

確かな学力を付けるための個に応じた指導の在り方
～習熟度別クラス編成を通して～（算数科）

○ 研究の見通し
算数科において次のような取組をすれば、算数科における学力の向上が

図れるであろう。
・ 算数科における基礎・基本の明確化

平 ・ 評価規準の作成と活用
成 ・ 習熟度別クラス編成を取り入れた個に応じた指導の工夫

・ 一斉指導、個別指導、習熟度別指導を組み合わせた指導過程14
年 ・ 一単位時間を１モジュール（１Ｍ＝１５分）とした学習時間の工夫
度 ・ オープンスペースや集会室を利用した空間活用の工夫

○ 研究の内容・方法
・ 個に応じた指導の工夫
・ 評価を生かした指導の工夫
・ 教材・教具の開発
・ 単元または１単位時間における一斉指導、個別指導、習熟度別クラス
編成を組み合わせた指導の工夫

○ テーマ
確かな学力を付けるための個に応じた指導の在り方

～算数科における習熟度に応じた学習の弾力的な活用を通して～
○ 研究の見通し

算数科の「数と計算」領域において次のような取組をすれば、算数科に
おける学力の向上が図れるであろう。
・ 児童の習熟度に応じた学習の弾力的な活用

平 ・ 学習効果を高める学習環境や学習訓練の工夫
成 ○ 研究の内容・方法

１ 児童の習熟度に応じた学習を弾力的に取り入れた指導の在り方15
年 （１） 習熟度に応じた学習の指導過程作成
度 （２） 適応・習熟を図る問題の扱い方の検討及び実践

２ 学習環境の在り方



（１） 時間・空間・問題解決過程の工夫を取り入れた指導過程の検討及
び作成

（２） 学習環境の整備
３ 学習訓練の在り方
（１） 朝活動の時間を活用した学習の検討及び実践
（２） 基本的な学習習慣の検討及び実践
（３） 自己評価方法の検討及び実践

平 ○ テーマ
成 確かな学力を付けるための個に応じた指導の在り方

～算数科における習熟度に応じた学習の弾力的な活用を通して～16
年 ○ 研究の見通し

、度 算数科の｢数と計算｣と｢数量関係｣領域において次のような取組をすれば
算数科における学力の向上が図れるであろう。
・ 児童の習熟度に応じた学習の弾力的な活用
・ 児童の個に応じた 指導の弾力的な活用TT
・ 学習効果を高める学習環境や学習訓練の工夫

○ 研究の内容・方法
・ 児童の習熟度に応じた学習を弾力的に取り入れた指導の在り方
・ 児童の個に応じた 指導を弾力的に取り入れた指導の在り方TT
・ 学習環境の在り方
・ 学習訓練の在り方

( ) 研究推進体制3
校 長

研究推進委員会
校長、教頭、教務主任

研究主任研究部

全体研究会

学力向上部 授業研究部 検証評価部
・ 弾力的な日課表と、そ ・ 習熟度に応じた学習 ・ テストの活用方法の検
の内容の検討 の指導過程の検討 討

・ 家庭学習の在り方の検 ・ 学習訓練の内容の検 ・ 成績分析
討 討 ・ 意識変容の調査

・ 学力向上を目的とした ・ 教材開発、活用の検 ・ 自己評価方法の検討
取組の検討 討
・ 教務主任及び担 ・ 少人数指導担当 ○ 担任２名及び担
任２名 及び担任４名 任外３名

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
○ 実践結果の分析・考察
（１）単元定着度の調査より

算数科の「数と計算」領域の単元毎に実施してきた事前テストと事後テス
、 。トの結果をもとに 単元の学習内容の定着が図られているかどうか検討した

第１学年～第３学年では、コース別学習を行っていないが、レディネステ
ストや事前テストから実態を分析し、時間・空間・問題解決過程の工夫を通
して個に応じた支援を行ってきた。これにより、学習内容の定着が図られた
かを検討してきた。下記の単元定着度は、第２学年のものを抜粋したもので
ある。

※本校では、有効度指数が７０以上を有効と考える。
事前 事後 有効度指数 全国 学年平均単 元 ﾃｽﾄ ﾃｽﾄ

期待得点 全国期待得点-
１．たし算のひっ算 ３９．７ ９２．０ ８６．７ ＋１１．０81
２．ひき算のひっ算 ３８．０ ８８．３ ８１．１ ＋ ７．３81
４．３けたの数 ６６．９ ９１．４ ７４．０ ＋ ９．４82
５．計算のじゅんじょ ５９．５ ９０．０ ７３．６ ＋ ４．０86
６． ６１．５ ９３．９ ８４．０ ＋１２．９たし算とひき算の筆算 81
７．かけ算（１） ４０．５ ８８．９ ８１．５ ＋ ３．９85
８．かけ算（２） ４１．８ ９２．８ ８７．７ ＋１０．８82
第２学年の単元定着度の調査より、次のように考察した。



・ 有効度指数が７０を下回る単元が無く、全国期待得点と学年平均との差を
見ても、学年平均が全国期待得点を大きく上回っていることが分かる。

、 「 」 、・ 未習段階の事前テストでは ４割程度であった かけ算 の学習であるが
有効度指数は８０を超え、学年平均点もほぼ９割となっていることから、児
童の個に応じた支援を工夫してきた成果があったと考える。

（２）コース別単元定着度
第４学年～第６学年では、コース別学習を行ってきたので、習熟度に応じ

た学習によって、学習内容の定着が図られたか検討した。下記のコース別単
元定着度は、第５学年のものを抜粋したものである。

※本校では、有効度指数が７０以上を有効と考える。
事前 事後 有効度指数 学年 全国 コース平均単 元 コース

平均点 期待得点 全国期待得点ﾃｽﾄ ﾃｽﾄ -
１．小数と整 イクラ 発展 ６１．４ ＋ ９．０（ ） 71.5 89.0
数のしくみ カツオ 中間 ５０．０ －１１．０（ ） 37.9 69.0 80.5 80

ワカメ 習熟 ５８．９ －１１．７（ ） 22.8 68.3
２．小数のか イクラ 発展 ７３．３ ＋１３．５（ ） 75.7 93.5
け算とわり カツオ 中間 ６６．１ ＋ ９．２（ ） 68.1 89.2 89.1 80
算 かけ算 ワカメ 習熟 ６３．１ － ５．８（ ） （ ） 30.0 74.2

２．小数のか イクラ 発展 ８１．４ ＋１１．０（ ） 51.5 91.0
け算とわり カツオ 中間 ８４．３ ＋ ８．１（ ） 24.2 88.1 85.6 80
算 わり算 ワカメ 習熟 ５８．３ －１７．５（ ） （ ） 10.0 62.5

４．小数のか イクラ 発展 ９１．０ ＋１３．０（ ） 21.5 93.0
け算とわり カツオ 中間 ８７．５ ＋ ９．６（ ） 16.9 89.6 90.0 80
算 かけ算 ワカメ 習熟 ７８．３ ＋ ０．８（ ） （ ） 11.7 80.8

４．小数のか イクラ 発展 ９０．５ ＋１１．８（ ） 13.3 91.8
け算とわり カツオ 中間 ８５．７ ＋ ８．０（ ） 16.2 88.0 85.2 80
算 わり算 ワカメ 習熟 ５４．０ －２３．３（ ） （ ） 5.8 56.7

６．分数と小 イクラ 発展 ９５．４ ＋１７．５（ ） 46.1 97.5
数 カツオ 中間 ８６．７ ＋１０．４（ ） 27.9 90.4 90.3 80

ワカメ 習熟 ６７．７ － ６．２（ ） 18.8 73.8

第５学年の単元定着度の調査より、次のように考察した。
・ 特に「小数のわり算」では、未習段階の事前テストに無答が目立ち、わり
算に対する根強い抵抗感が感じられた しかし 難易度の増した２回目の 小。 、 「
数のわり算」においても、平均点や有効度指数は高い水準を維持することが
できていた。さらに、小数のかけ算の学年平均は、ほぼ９割となっており、
学年全体において、学習内容が確実に定着していることが分かる。

○ 確かな学力を付けるための実践で明らかになったことは、次の通りである。
（１） 習熟度に応じた学習を弾力的に取り入れた指導の工夫について

・ 習熟度に応じた学習を弾力的に取り入れた指導を工夫することは、学習
内容を定着させる上で有効であること。また、児童の活動へきめ細やかな
支援が可能となり、できる喜びを味わわせ、成就感を高められること

・ 成就感が高められたことにより、日々の算数科の学習や繰り返し練習に
対し、積極的な姿勢を見せる児童が増えたこと

・ 第３学年までの算数科の学習全体や、第４学年以上の概念把握の学習場
面において、習熟度に応じたコース別学習を行わず、平成１１年度から取
り組んできた「自ら学ぶ子ども」の育成を目指した取組を踏襲して進めた
ことは、具体物の操作から念頭操作まで、様々な考え方を基にした課題解
決が行われ、多様な見方、考え方を育てる上で有効であること

・ 教師にとっては、レディネステストや事前テストのデータから、より的
確に児童の実態を把握したことにより、指導や教材研究に生かすことがで
きるようになったこと

（２） 学習効果を高める学習環境や学習訓練の工夫について
・ 朝の計算練習は、反復練習による計算力の向上が見られるだけでなく、
１日の学習のリズムをつくり、学習内容を定着させる上で有効であること

・ 基本的な学習習慣を形成することにより、指導の有効性を高め、学習の
効率も高められること

・ 教師にとっては、時間、空間、問題解決過程の工夫を取り入れた学習環
境において、重点的に指導したい学習内容を考え、単元の指導計画が立て
られること

以上のことから、習熟度に応じた学習を弾力的に取り入れた指導過程は、確



かな学力を付ける上で効果があったと考える。

２．今後の課題
・ 多様な見方、考え方を育てる 指導の在り方を明らかにしていくことT.T.
・ 低学年においても、今まで以上の個に応じた支援を必要とする実態が見え
てきたことにより、コース別学習の実施学年を第３学年まで下げる必要があ
ること

・ 「数と計算」領域を算数科における基礎・基本と捉え習熟度に応じた学習を
進めてきたが 「数と計算」領域と密接な関わりを持ち、また児童の苦手意、
識が強く現れる「数量関係」領域まで、習熟度に応じた学習を扱う領域を広
げる必要があること
・ 日々の学習を支える「発表力」が不足しており 「発表力」を学校生活全、
体の中で育てていくこと

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
・ 算数科の各単元における単元末テストの分析

目的･････････ 有効度指数の把握と全国期待得点との比較
・ ＮＲＴ（集団基準準拠テスト）

目的･････････ 全国の同一学年内での相対的位置を明らかにする。
実施時期･････ ４月１５・１６日（実施済み）

・ 学習定着度状況調査
目的･････････ 児童一人一人の定着状況の把握及び指導の充実を図る。
実施時期･････ １０月２日（実施済み）

・ ＣＲＴ（目標基準準拠テスト）
目的･････････ 基礎・基本の定着の実現状況を把握する。
実施時期･････ ２月３・４日（実施済み）

・ 児童へのアンケート
目的･････････ 習熟度に応じた学習の妥当性を検証する。
実施内容･････ 算数科の学習に対する意識調査
実施時期･････ ７月下旬、１２月下旬、３月中旬

・ 保護者へのアンケート
目的･････････ 保護者の意識を調査し、啓発活動に役立てる。
実施内容･････ 習熟度に応じた学習に対する意識調査
実施時期･････ ７月下旬（実施済み）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
・ 校内研究における研究授業（６回）の参観

対象･････････保護者、町内の小学校教員
・ 学校公開研究会（実施済み）

日時･････････平成１５年１０月２３日
・ 住田町教育研究所発表大会における研究発表（実施済み）

日時･････････平成１６年１月１３日
・ 研究普及のためのＨＰ

現在作成中であるが、平成１５年度中に完成する予定である。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ■ １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ■７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■ ＴＴによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 ■ 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 無
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